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点群データを活用した樹木に関す

る３Ⅾ都市モデル作成手法に関す

る研究
研究期間：令和３年度～
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（キーワード） 、航空レーザ計測、３ 樹木モデル

１．はじめに

実際の都市を対象として環境シミュレーションを

行う際には、対象都市の建物や樹木の 次元データが

必要となるが、これまで、そのデータの作成が非常

に困難であった。一方、国土交通省都市局は 年

度から を開始して３ 都市モデルの

整備を全国規模で進めており、先行して整備するパ

イロット都市では地方公共団体が保有するデータや

国土地理院の地図情報等を用いることで建物データ

の整備が進みつつある。樹木データについては都市

局と連携しつつ、国総研において点群データを活用

することで簡易に作成する手法を開発したことから、

本稿で紹介する。

２．樹木の３ モデル作成手法

は都市をサイバー空間に再現し、実際のま

ちづくりに活用する趣旨から、本研究では樹木の３

モデルを都市環境シミュレーションで活用するた

め、民有地を含む都市全域で整備することを前提と

した。そのため、利用する点群データは、建物間の

樹木も計測可能な上空からの航空レーザ計測データ

を用いることとした。

航空レーザ計測は樹冠下端の位置は計測できない

ため、樹木を樹冠頂部から地面までの直方体とみな

し、その体積を表す （

図）を樹木の３ モデルとし、シミュレーシ

ョンの際は、必要に応じてモデル下部をカットでき

る手法を開発した。

点群データから樹木の３ モデルを作成するため

図 樹木の３ モデルの 表現イメージ

には、まず点群中の個々の点を樹木とそれ以外の地

物に分類する必要がある。点群データに含まれる反

射強度データを用いて一定程度分類することも可能

１）であるが、反射強度が保存されていない点群デー

タからも樹木の３ モデル作成が可能となるよう、今

回は、点群の位置関係から によって分類する方法

を開発した。これにより、航空レーザは計測高度や

使用機種の違いなどの計測条件によって反射強度が

異なるので、それを統一的に扱えるよう変換しなけ

ればならないというという従来手法の問題も解消さ

れた。

３．おわりに

今後、本研究の成果を用いて、 に準拠した

樹木の３ モデルを作成し、樹木の影響を考慮した都

市の風環境シミュレーションのユースケースを作成、

公開する予定である。

☞詳細情報はこちら

大橋：航空レーザ測量の計測条件の違いによる反
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内湾生物が長期的に繁栄できる

生息場の再生に向けたネット

ワーク可視化技術の開発
研究期間：令和２年度～令和４年度

沿岸海洋・防災研究部 海洋環境・危機管理研究室

秋山 吉寛 内藤 了二 岡田 知也

（キーワード） マイクロサテライト分析、血縁度、ネットワーク分析

１．はじめに

港湾域の多様な生物の衰退に対して生息場を再生

する際、単に生息場を増やすだけでなく、生物の移

動によって形成される生息場間のネットワークを考

慮した生息場の空間配置が求められる。ネットワー

クは繁殖、成長または撹乱（青潮等）への順応のた

めに生息場間を移動することで、個体群の持続性を

維持している生物にとって重要なシステムである。

ここでは内湾の一般的な巻貝（ホソウミニナ）の

血縁関係に基づき生息場間のネットワークを推定し、

可視化する技術を紹介する。

２．貝の血縁関係の推定

東京湾内外 地点のホソウミニナ（ 地点）

に対してマイクロサテライト分析（マイクロサテラ

イト 断片の繰返し数を推定する分析）を行い、遺

伝型の一致率に基づき血縁度を推定した（表）。

表 生息場ペアの血縁度（青バー（血縁度 ）が

長いほどネットワークの形成可能性は高い）

３．ネットワークの可視化

血縁度が を超えた生息場間にはネットワークが

形成されると仮定したネットワーク分析の結果を、

ネットワークを形成する貝の個体数と、コミュニテ

ィ分析によるネットワークの特徴に基づく生息場の

グループ分けの情報と共に、地図上に描画してネッ

トワーク構造を可視化した（図）。

図 東京湾内外のホソウミニナのネットワーク構造

（円の大きさは 生息場あたりのネットワークに関

わる貝の総個体数、色はグループ分けを表す）

４．おわりに

本成果はホソウミニナと生態学的に類似した多様

な生物の生息場間のネットワーク強化に貢献するシ

ースケープ（多様なタイプの生息場によって構成さ

れる沿岸域の空間）の特徴を特定するために、今後

活用される。そして、特定されたシースケープの特

徴に基づき、生物の持続性の向上に効果的な、生息

場を再生する場所の抽出の実現が期待される。
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